
第９回米原市男女共同参画審議会 次第 

 

 

 

令和元年８月９日(金) 午前 10 時～   

 

米原市役所米原庁舎 ２階 会議室２Ａ 

 

 

開 会（10：00） 

 

１ あいさつ 

 

２ 審議事項 

（１） 第３次男女共同参画推進計画における進行管理について 

 

 

（２） 進行計画の今後のスケジュールについて 

 

 

３ 情報提供 女性のための相談ルーム「つくし」（平成 30 年度新規事業） 

 

 

 

４ その他 

（１） 自治会における女性役員登用の促進について 

 

 

（２） 各種お知らせ（男女共同参画センター通信「カラフル」、平和記念 

講演会、きらめき人権講座） 

 

 

 

５ 閉 会 



第９回米原市男女共同参画審議会 資料一覧表 

 

 

【当日配布資料】 

 

次第 

 

資料１ 米原市男女共同参画審議会委員名簿 

 

資料２ 第３次推進計画に掲げている主な目標一覧 

 

  資料３ 米原市男女共同参画推進計画 今後のスケジュールについて 

 

【情報提供資料】 

 女性のための相談ルーム「つくし」チラシ等 

【その他資料】 

 自治会役員における女性登用の促進について 

 

    男女共同参画センター通信「カラフル」 

 

平和記念講演会 

 

きらめき人権講座 

 

【事前配布資料】 

 

事前資料１  第３次男女共同参画推進計画進行管理調査票 



令和元年8月9日現在

氏名 性別 所属等 委員の構成

おざわ　しゅうじ
小沢　修司

男 京都府立大学 名誉教授 （１）学識経験者

すずき　さちこ
鈴木　幸子

女 米原市商工会女性部 （２）男女共同参画に関する団体の構成員

くろだ　よしこ
黒田　嘉子

女 米原地区更生保護女性会 （２）男女共同参画に関する団体の構成員

つかだ　たかこ
塚田　多佳子

女 米原市女性の会 （２）男女共同参画に関する団体の構成員

やまぐち　えみこ
山口江美子

女 市民委員（一般公募） （３）公募による市民代表者

いわわき　あけみ
岩脇　明美

女 市民委員（一般公募） （３）公募による市民代表者

わたなべ　ゆう
渡部　優

女 市民委員（一般公募） （３）公募による市民代表者

きたむら　きの
北村　きの

女 長浜人権擁護委員協議会米原地区部会 （４）市長が特に必要と認める者

いしかわ　みちこ
石河　美千子

女 米原市人権教育推進協議会 （４）市長が特に必要と認める者

鍔
つばた

田　恵梨香
　えりか 女 米原市男女共同参画センター （４）市長が特に必要と認める者

かつら　こうじゅん
桂　晃潤

男 米原市民生委員児童委員協議会連合会 （４）市長が特に必要と認める者

みなみ　ふみお
南　文雄

男 米原市社会福祉協議会 （４）市長が特に必要と認める者

松居
まつい

　靖夫
 やすお 男 保育幼稚園課長 （４）市長が特に必要と認める者

西出
にしで

　始代
 ともよ 女 米原近江地域協働課長 （４）市長が特に必要と認める者

かわせ　なおつぐ
川瀬　直亜

男 商工観光課長 （４）市長が特に必要と認める者

事務局

部長 　　山　田　　英　喜

課長 　　西　澤　　温　子　

課長補佐 　　三　條　　秀　行

教育主幹 　　松　嶌　　恵　俊

主任 　　橋　本　　和　也

主事 　　　坂　　　 貴　志

米原市男女共同参画審議会委員名簿

人権政策課
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施策の方向 成果目標の内容
現況値

（平成27年度）
策定時目標値
（平成32年度）

担　当　課 H30実績値

【基本目標Ⅰ】
地域における男女
共同参画意識の向
上

家庭における男女
共同参画意識の向
上

男女共同参画に関す
る講演会等の開催回
数（過去５年間の累
計）

５回 ８回
人権政策課

男女共同参画センター
生涯学習課

5回

市内自治会における
女性の自治会長・副
自治会長の数（年ご
と）

４人 １５人
米原近江地域協働課
山東伊吹地域協働課 5人

女性が代表者または
副代表者である団体
の割合（滋賀県市町
村男女共同参画推進
状況一覧表中「滋賀
県地域住民自治団体
等における女性の参
画状況」のうち、「自治
会・町内会・区等」の
数を除く合計の割合）
（年ごと）

９．０％ ２０．０％
人権政策課
（関係各課） 50.0%

ＮＰＯや市民団体とし
て、地域まちづくり活
動に参加する女性の
割合（市民意識調査）

５．０％ １０．０％ 政策推進課
9.1%

（H29調査）

【基本目標Ⅰ】
地域での男女の防
災活動への参加促
進【重点】

防災会議における女
性委員の割合（年ご
と）

９．１％ ２０．０％ 防災危機管理課

5.7％
（35人中2

人）

【基本目標Ⅰ】
男女共同参画の視
点に立った「水源の
里」の再生

市全域を「水源の里」
としていることを知って
いる市民の割合（市民
意識調査）

３７．９％ ５０．０％ 政策推進課
32.1%

（H29調査）

【基本目標Ⅰ】
家庭における男女
共同参画意識の向
上

「男性は仕事、女性は
家庭」と考える市民意
識の割合（男女共同
参画市民意識調査）

２８．３％ ２０．０％ 人権政策課
25.8%

（Ｈ29調査）

【基本目標Ⅰ】
男性の家事・育児・
介護等への積極的
な参加促進

育児休業を取得したこ
とがある市役所男性
職員数（過去５年間の
累計）

２人 ５人
総務課
（全課） ３人

各種審議会委員のう
ち女性が占める割合
（年ごと）

３１．４％ ３５．０％
総務課
（全課） 33.1%

女性委員のいない審
議会等の数（年ごと）

６ ０
人権政策課
（関係各課） 6

市役所管理職におけ
る女性職員の割合（年
ごと）

２５．０％ ３０．０％ 総務課 23.8%

【第３次推進計画に掲げている主な目標一覧】

　　行動計画の各種施策、課題そして重点目標を達成するために、下記の目
標および目標数値を設定し、その具現化・実現化に努めます。

【基本目標Ⅰ】
男女が共に地域活
動に参画しやすい
環境づくり【重点】

【基本目標Ⅰ】
審議会等への女性
の参画および管理
職等への女性の登
用促進【重点】
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施策の方向 成果目標の内容
現況値

（平成27年度）
策定時目標値
（平成32年度）

担　当　課 H30実績値

女性人材バンク登録
制度への全体登録数
（年ごと）

３０人 ６０人 人権政策課 45人

女性活躍推進法に基
づく「一般事業主行動
計画」策定事業者数
（努力義務である300
人以下の市内事業所
に限る）（事業所内公
正採用選考・人権啓
発事業所のみ）（過去
５年間の累計）

０社 ３社
人権政策課
商工観光課 ０社

【基本目標Ⅰ】
女性のエンパワー
メントの支援

女性の※エンパワーメ
ント向上に関する講演
会等の開催回数（過
去５年間の累計）

０回 ３回
商工観光課
人権政策課
生涯学習課

２回

保育料の軽減対象者
（保育所・幼稚園・認
定こども園）（年ごと）

６、１５２人 ７，０００人 保育幼稚園課 ６，２０８人

待機児童発生数（年
ごと）

０人 ０人 保育幼稚園課 ０人
（Ｈ30.10時点では６人）

【基本目標Ⅰ】
女性や若者の創
業・起業の支援

女性起業支援対象者
（過去５年間の累計）

４人 １０人 商工観光課 ５人

市役所年次有給休暇
の平均取得日数（年
ごと）

７．１人 １２日 総務課 10日

ワーク・ライフ・バラン
スに関する講座の開
催回数（過去５年間の
累計）

１回 ５回 人権政策課 ３回

【基本目標Ⅰ】
あらゆる職業・職種
における男女共同
参画の推進

人・農地プランを作成
した集落数（市民意識
調査）

３１集落 ４５集落 農政課 41集落

乳がん検診の受診者
の割合（年ごと）

２９．５％ ５０．０％ 健康づくり課 30.1%

子宮頸がん検診の受
診者の割合（年ごと）

２５．９％ ５０．０％ 健康づくり課 26.2%

乳幼児健康診査の受
診者の割合（年ごと）

９７．０％ １００．０％ 健康づくり課 97.5%

【基本目標Ⅱ】
生涯にわたる心身
の健康保持と増進

ニュースポーツ等の出
前講座の実施回数
（年ごと）

１３回 ２０回 生涯学習課 12回

【基本目標Ⅱ】
性と生殖に関する
意識啓発と性の尊
重

「性教育」の授業公
開、または保護者へ
の啓発を行う実施校
数（年ごと）

４０．０％ ５０．０％ 学校教育課
6%

(1校実施）

【基本目標Ⅱ】
ＤＶやハラスメント
等に関する情報提
供および啓発活動
の推進

中学校でのデートＤＶ
予防教育の実施率
（年ごと）

５０％ １００．０％ 学校教育課 66.6％

【基本目標Ⅰ】
ワーク・ライフ・バラ
ンスの推進

【基本目標Ⅰ】
女性の就業継続や
再就職支援の促進

【基本目標Ⅱ】
母性の尊重と母子
保健の充実
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施策の方向 成果目標の内容
現況値

（平成27年度）
策定時目標値
（平成32年度）

担　当　課 H30実績値

【基本目標Ⅱ】
ＤＶ早期発見のた
めの体制整備と相
談体制の充実

被害者の安全確保
と自立支援

ドメスティック・バイオ
レンス(DV)に関する相
談の件数（年ごと）

３３件 ― 子育て支援課 ３８件

子育て支援センターに
おける相談の件数（年
ごと）

５７５件 ― 保育幼稚園課 380件

ファミリー・サポート・
センター会員総数（年
ごと）

７９人 ２００人 子育て支援課 164人

【基本目標Ⅱ】
家庭の教育力の向
上

家庭の教育力向上に
関する出前講座の実
施回数（過去５年間の
累計）

０回 ５回 生涯学習課 ０回

【基本目標Ⅱ】
社会的孤立などに
対応した一人にさ
せない地域づくり

地域お茶の間創造事
業で週１回以上居場
所づくりを行っている
地域（団体）数　（市民
意識調査）

２０地域 ３５地域 くらし支援課 26団体

【基本目標Ⅱ】
在宅生活の支援等
きめ細やかな福祉
サービスの充実

認知症サポーター養
成講座の受講修了者
に占める男性の割合
（年ごと）

４４．８％ ５０．０％ くらし支援課 39.5％

【基本目標Ⅲ】
男女共同参画を推
進するための学習
環境づくり

ハートフル・フォーラム
で男女共同参画を学
習テーマとして実施し
たことがある自治会の
割合（過去５年間の累
計）

４．６％ １５．０％ 生涯学習課 7.1％

【基本目標Ⅲ】
園、学校等におけ
る男女共同参画の
推進

小・中学校での男女
共同参画の副読本の
利用率（年ごと）

８０％ １００．０％ 学校教育課 60％

【基本目標Ⅲ】
多文化への理解と
共生の取組

日本語教室における
外国籍市民参加者数
（年ごと）

１３４人 ２００人 人権政策課 282人

【基本目標Ⅲ】
性的少数者につい
ての意識啓発

性的マイノリティに関
する講演会等の開催
回数（過去５年間の累
計）

０回 ３回
人権政策課
生涯学習課 １回

【基本目標Ⅱ】
子育てにやさしいま
ちづくり
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米原市男女共同参画推進計画 今後のスケジュールについて 

 

年度 第３次計画 第４次計画 備考 

 

2016 年度 

（Ｈ28） 

 

策定 

  

 

2017 年度 

（Ｈ29） 

第３次計画 

スタート 

取組の実施 

  

 

2018 年度 

（Ｈ30） 

取組の実施 

進行管理 

検討・見直し 

  

 

2019 年度 

（Ｒ１） 

取組の実施 

進行管理 

検討・見直し 

  

 

2020 年度 

（Ｒ２） 

取組の実施 

進行管理 

検討・見直し 

 

市民意識調査 

・調査項目の

協議 

 

2021 年度 

（Ｒ３） 

取組の実施 

進行管理 

検討・見直し 

 

策定 

・計画内容 

・項目の協議 

 

2022 年度 

（Ｒ４） 

～ 

 

 

 

 

進行管理 

第３次計画まとめ 

第４次計画 

スタート 

（～2026 年度） 

取組の実施 

 

 

 

 

・2020 年度には第４次推進計画の策定に向けた市民意識調査の実施を計画して

いる。 

・市全体の男所共同参画社会の推進をより進めるため、先進地視察の実施や国や

県の施策の動向を踏まえた第４次改訂とする。 

当日資料３ 

計画期間 

計画期間 



『女性のための相談ルーム つくし』について 

 
 時代的変化の中で女性を守る法律が数多く制定されていますが、社会の多様化とともに DV、

家庭や地域の問題、セクハラ、パワハラ、生き方、依存症など様々な悩みや生きづらさを抱え

た女性がこの米原市にも沢山おられます。そこで、H30 年４月から開設した「女性のための相

談ルームつくし」では、『誰にも相談できない。』『どうすればいいのかわからない。』と悩んで

おられる女性と共に考え、解決に向けた相談支援事業を行っています。 
 ・対象は原則米原市在住・在勤の女性（年齢問わず。例外的にその他もあり。） 
・来所面談相談の他に、女性相談専用電話５４‐０８０８を設置しています。 
※相談者は身元を知られたくないという理由から、最初は電話での相談が多いです。 
 

◎私たちの仕事 
 人権政策課と相談 
 電話相談             行政関係課        当センター 
来所相談             各種機関    OR   カウンセリング 

 
様々な悩みを聴く、寄り添う、考える。そして『つなぐ』 

必要に応じてケース会議や、支援、関係課との連携 
 
 

相談者のその後の新しい生活が最も大切 
できるだけ支援後どうなったのかの確認を行う 

   
つくし相談件数 平成 30 年度実績                          

DV・デート DV 17 件 

離婚問題 6 件 

夫婦・家庭問題 13 件 

会社におけるいじめ・パワハラ等 21 件 

ご本人の体調・病気・依存症等 21 件 

子ども・子育て・不登校 15 件 

カウンセリングについて 9 件 

経済的な問題 4 件 

医療・病院について 1 件 

その後の報告 2 件 

自身の発達障害 6 件 

介護問題 5 件 

生活の不安 1 件 

※主な相談内容でカウント           【平成 30 年度 4月～3月 合計 121 件】 

情報提供 



・他機関へ繋いだ件数・・・103 件  
 繋ぎ先、連携先・・・市役所各課(人権政策課、くらし支援課、健康づくり課等) 
           米原市社会福祉協議会、長浜市役所(人権政策課、高齢福祉課) 
           おりーぶ、病院、警察、彦根市子ども家庭相談センター 
           彦根市労働基準監督署、米原市発達支援センター 
           長浜市保健所、スマイルプラス、ほっとステーション 
・繋がなかった理由 
  相談者が話しをして気が収まったとおっしゃった。 
  音信不通になった。 
・利用者住所 
 市内 117 件、長浜市 3 件、彦根市 1 件 
 
 
つくしカウンセリング件数 平成 30 年度実績                     

DV・デート DV ５件 

離婚問題 ５件 

夫婦・家庭問題 ４件 

会社におけるいじめ・パワハラ等 ５件 

ご本人の体調・病気・依存症等 12 件 

子ども・子育て・不登校 ６件 

お金 ２件 

医療・病院について １件 

近所トラブル １件 

ご自身の発達障がいについて ４件 

※主な相談内容でカウント           【平成 30 年度 4月～3月 合計 45 件】 

・毎月第２・第４水曜日午後 13：00～15：50 に実施。 

・１回 50分間の相談で実施日に３枠相談を受けつける。 

 

事例紹介                                      
・職場でのトラブルについての相談から、DV の発覚 
























